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2011 年中国東北部日本語コンテストに参加した大学 28 校に対する筆者の調査結果では、
28 校すべてが日本語関連課外クラブ活動を行っている。筆者の勤務する吉林華橋外国語大
学 1 (以下「J 大学」と称す)の場合は、日本語教師に呼びかけて、茶道、会話、アニメ、
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活動後の 2 年間にわたり、参加者にもたらす影響を 2 回に分けて追跡調査した。その
結果を次のように発表した。 
「単位も評価点も得られない自由参加の活動であるにもかかわらず、学生達が最
後まで積極的に参加した。分析の結果から、次の 2 点が明らかになった。 
1.調査対象者の日本語学習のモチベーションが向上した。 






































































2014 年 9 月に、日本語関連のクラブ活動を指導している日本語教育歴がそれぞれ 9 年
4
 と 4 年の中国人教師 2 名を対象にインタビュー調査、12 の日本語関連のクラブ活動に参
加した 167 名の学生を対象に調査票調査を実施した。表１は、調査対象となった学生の
内訳である。 















者と自然な会話を１人 30 分行った。 
学生対象の調査票は中国語によるもので、主に記述式であった。今回の研究はどこまで
の展開が必要になるか把握できなかったため、質問調査票は本来 A 票と B 票合わせて 28
問あったが、今回の研究はそのうちの 16 問の回答結果のみを使うことにした。その詳細
は第 4 章「結果と考察」で述べるが、16 問の内容を日本語に訳し、本稿の最後に添付する。 
3-2-2 データの分析方法 
 教師に対するインタビューはすべて IC レコーダーに録音したあと、逐次文字化した。
文字化した内容を KJ 法 3によってデータ分類した。学生から回収した調査紙を、項目の
内容に合わせて KJ 法と KH Coder ソフト 4を用いて分析した。 
 
 
男 女 一人っ子＊ 非一人っ子 2年 3年 4年 華北 東北 華東 中南 西南 西北
調査人数 30 137 129 36 63 60 43 16 92 31 13 3 9
％ 18.0% 82.0% 78.2% 21.8% 38.0% 36.1% 25.9% 9.8% 56.1% 18.9% 7.9% 1.8% 5.5%
性別 兄弟構成 学年 出身地
5
 4. 結果と考察 
 
4-1 教師に対するインタビュー調査の結果 







































































































































が低下した」と答えた学生が 1 人（0.6％）いた。 
「意欲が向上した」と答えた学生からは理由について 95 件の回答があった。KJ 法で分
類すると、「必要と感じた」、「喜びを感じた」、「気づいた」といった桜井（2009）の図 1 で











































53.9％が書いた原因（43 件）を抽出して、表 6 にまとめた。 



















































表 7 ３つの質問に対する答え 
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 5.  まとめと課題 
 
5-1 カリキュラム外クラブ活動とカリキュラム内クラブ活動の違い 
 本稿は J 大学の日本語関連のクラブ活動をカリキュラム内活動とカリキュラム外活動
























































































































た地球状の建物。建築面積は 3991ｍ。中に英語村、日本館等 13 の外国語村が設けてある。 
(3) KJ 法は、収集した多量の情報を効率よく整理するための手法で、収集した情報をカード化
し、同じ系統のものでグループ化することで情報の整理と分析を行う。 




















Deci,E.L.＆Ryan,R.M (1985)Intrinsic motivation and self-determination in human 







 　 (1)自分の考えで選んだ　　　　　　　　　　　　    (2)親の意見に従った
 　 (3)選んだ専攻に合格できなかったため配属された   (4)原因がよく分からない
 　 (5)その他の原因(                         ）
2(調査票A-問4）参加したクラブ活動の効果はどうだったか。












　　(1）意欲が向上した     (2）意欲が降下した      (3）意欲が変わらなかった
13(調査票B-17) 日本語関連クラブに参加して、あなたの日本語学習効果にどんな影響を与えたか。原因も教えてください。
　　(1）効果が上がった 　　(2）効果が下がった　　　(3）変わらなかった
14(調査票B-18)あなたは日本語関連クラブに参加する時間的余裕があるか。それはなぜなのか。
15(調査票B-20)もし可能ならば、地球村でどんな授業を受けたいと思うか。
16(調査票B-22) 日本語関連クラブに参加した後、参加証明書のようなものを希望するか。原因も教えてください。
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